
様式第二号の八（第八条の四の五関係）

（第１面）

産業廃棄物処理計画書

年 6 月 17 日

（あて先）　姫路市長

提出者

　住　所

兵庫県姫路市白浜町宇佐崎南1-71

　氏　名　（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

株式会社ニッスイ　姫路総合工場

総合工場長　二木紀彦

　電話番号

079-245-9001

　廃棄物の処理及び清掃に関する法律第12条第９項の規定に基づき、産業廃棄物の減量その他

その処理に関する計画を作成したので、提出します。

事　　業　　場　　の　　名　　称

事　 業　 場　 の　 所　 在　 地

計　　　　画　　　　期　　　　間

当該事業場において現に行っている事業に関する事項

（日本産業規格　Ａ列４番）

480人

④　産業廃棄物の一連

　　 の処理の工程

③　従　  業　  員    数

②　事　業　の　規　模

①　事　業　の　種　類

【別紙－１】のとおり

株式会社ニッスイ　姫路総合工場

兵庫県姫路市白浜町宇佐崎南1-71

令和7年4月1日から令和8年3月31日まで

食品製造業

水産練製品製造業(0923)、冷凍調理食品製造業(0995)

14,692百万円

2025



【別紙ー１】

2025年6月17日作成

社株式会社ニッスイ

【「産業廃棄物処理委託フロー図」添付資料】【「産業廃棄物処理委託フロー図」添付資料】【「産業廃棄物処理委託フロー図」添付資料】【「産業廃棄物処理委託フロー図」添付資料】

産業廃棄物種類 収集・運搬 中間処分方法

汚　　　泥 発酵

廃　　油 鉱物油 燃料化処理

廃　　液 中和・凝集沈殿

蛍光灯 破砕

ガラス　

ガラス・陶磁器 焼却

一斗缶(圧縮一斗缶含) 破砕後、製鉄原料

金属くず

廃材（一斗缶以外） 破砕後、製鉄原料

分別・破砕 破砕

廃プラスチック 個兼燃料化 固形燃料化（ＲＰＦ）

焼却 焼却

動植物性残さ 肥料化、焼却

感染性廃棄物 焼却

収集・運搬業者



（第２面）

産業廃棄物の処理に係る管理体制に関する事項

総合工場長

ISO14001(環境)経営者

EMS責任者代表

EMS責任者

部門責任者

部署責任者

各担当者

産業廃棄物の排出の抑制に関する事項

　【前年度（ 令和 6 年度）実績】

ｔ ｔ

ｔ ｔ

産業廃棄物の分別に関する事項

（これまでに実施した取組）

産業廃棄物の種類

①現状

②計画

排　　　出　　　量

②計画

（分別している産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

（今後分別する予定の産業廃棄物の種類及び分別に関する取組）

 （今後実施する予定の取組）

（管理体制図）

①現状

　【目　　標】

産業廃棄物の種類

排　　　出　　　量

【別紙ー２】、【別添一覧表】のとおり



【別紙－2】

産業廃棄物の排出の抑制、および処理の委託に関する事項

　【前年度（ 令和 6 年度）実績】

288 ｔ 790 ｔ 9 ｔ 0 ｔ 27 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

288 ｔ 790 ｔ 9 ｔ 0 ｔ 27 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

283 ｔ 790 ｔ 9 ｔ 0 ｔ 27 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

288 ｔ 790 ｔ 9 ｔ 0 ｔ 27 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

3 ｔ 121 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

・生産トラブル削減による、動植物性残渣の削減。

・ラインテスト品を社内消費し、動植物性残渣の削減。

・トレー納品形態変更に伴う、養生用袋の削減。

・産廃処分先視察による適正な処分の確認。

236 ｔ 632 ｔ 8 ｔ 0 ｔ 26 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

236 ｔ 632 ｔ 8 ｔ 0 ｔ 26 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

232 ｔ 632 ｔ 8 ｔ 0 ｔ 26 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

236 ｔ 632 ｔ 8 ｔ 0 ｔ 26 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

2 ｔ 96 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ 0 ｔ

・工程・落下品の削減による、動植物性残渣の削減の継続。

・ラインテスト品を社内消費し、動植物性残渣の削減の継続。

・設備メンテナンスを強化し、生産トラブル対策を行うことによる、廃棄物の削減の継続。

・一部商品の包装形態変更に伴うプラ削減(トレーレス)。

・生産計画の精度アップによる作りすぎ廃棄の削減。

・産廃処分先及び収集運搬業者視察による適正な処分の確認。

金属くず 感染性廃棄物

引火性廃油

(特廃油)

金属くず 感染性廃棄物

引火性廃油

(特廃油)

①現状

(2024年度実績)

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 動植物性残渣 汚泥 廃油(鉱物油)

排　　　出　　　量

（これまでに実施した取組）

②計画

(2025年度計画)

　【目　　標】

産業廃棄物の種類 廃プラスチック類 動植物性残渣 汚泥

認定熱回収業者への処理

委託量

優良認定処理業者への処

理委託量

再生利用業者への処理委

託量

認定熱回収業者以外の熱

回収を行う業者への処理

廃油(鉱物油)

排　　　出　　　量

 （今後実施する予定の取組）

全処理委託量

優良認定処理業者への処

理委託量

再生利用業者への処理委

託量

認定熱回収業者への処理

委託量

認定熱回収業者以外の熱

回収を行う業者への処理

全処理委託量



別添　一覧表別添　一覧表別添　一覧表別添　一覧表 （廃棄物処理法-産業廃棄物処理計画書）

　　実績：前年度（2024年度/R6）実績量

　　目標：今年度（2025年度/R7）目標量 単位：トン／年

実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標

288 236 0 0 0 0 0 0 0 0 288 236 283 232 288 236 3 2 0 0

790 632 0 0 0 0 0 0 0 0 790 632 790 632 790 632 121 96 0 0

9 8 0 0 0 0 0 0 0 0 9 8 9 8 9 8 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

27 26 0 0 0 0 0 0 0 0 27 26 27 26 27 26 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1,114 902 0 0 0 0 0 0 0 0 1,114 902 1,109 898 1,114 902 123 99 0 0合計

ガラス

廃プラスチック類

動植物性残渣

汚泥

廃油(鉱物油)

金属くず

自ら埋立処分又は海

洋投入処分を行う産

業廃棄物の量

(前年度実績値の③+

⑨)

全処理委託量

(前年度実績値の⑩)

優良認定処理業者

への

処理委託量

(前年度実績値の⑪)

再生利用業者への

処理委託量

(前年度実績値の⑫)

認定熱回収業者へ

の

処理委託量

(前年度実績値の⑬)

認定熱回収業者以

外の熱回収を行う業

者への処理委託量

(前年度実績値の⑭)

産業廃棄物の種類

排出抑制に関する事

項

自ら行う再生利用に

関する事項

自ら行う中間処理に関する事項

自ら行う埋立処分等

に関する事項

処理委託に関する事項

排出量

(前年度実績値の①)

自ら再生利用を行う

産業廃棄物の量

(前年度実績値の②+

⑧)

自ら熱回収を行う

産業廃棄物の量

(前年度実績値の⑤)

自ら中間処理により

減量する産業廃棄物

の量

(前年度実績値の⑦)


